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大阪新美術館のデザインは人々の流れとパブリックスペースでの活動を美術館に繋げる新奇でユニークなものです。
美術館のイメージを24時間公開するパブリックアートやイベント広場を様々な高さに構成することで、国立国際美術館、
河岸遊歩道、大阪大学新施設、近隣の街路や建物と断面的な繋がりを生みます。
[配置計画] 敷地北側に展示エリアやサービス施設、南側に管理エリア・保存研究エリアを配置し、これらを繋ぐ中央
部にコミュニケーションエリア＜クリスタル・パッサージュ＞を配置した明快な構成とします。地上レベルでは敷地北
側と東側から、２階レベルでは東側歩行者デッキや大阪大学、国立国際美術館からと、多方向からアプローチを可能
とし、誰もが訪れやすいアートの拠点として中之島全体のにぎわいに寄与します。

[外構計画] 壮大なクリスタル・パッサージュは美術館のシンボルであり、自然光の降り注ぐ半屋外のアトリウ
ムを通して、来館者と展示室、サービス施設を繋ぐ役目を果たします。来館者は屋上のパブリックアート・イベ
ント広場から展示ロビーや図書館、講堂、カフェ、ショップへと下り、パッサージュ内のイベントへと誘い込み
ます。東側歩道からも直接アクセスでき、北側河岸遊歩道からはリバービューカフェの広場を緩やかに登り、
パッサージュの催事を脇に展示ロビーへ歩くことができます。南北に広がる屋上広場からパッサージュ、地上
の広場までの一繋がりの広大な台地は、緑化されたランドスケープ、現代アート、そして建築そのものに同時
に触れ合える広場を生み出し、多様なライフスタイルをもつ人々が芸術に出会い楽しむ場を創り上げます。

CRYSTAL PLATEAU（人と文化が出会うクリスタルパッサージュ）
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国立国際美術館より

歩行者
出入口

北屋上広場

駐車場へ

トラックヤード

大阪大学より

広場

歩行者用デッキ

歩行者用
ブリッジ

車寄せ

歩行者動線(上部）
歩行者動線（地上）
車両動線
歩道
植栽

南屋上広場

国立国際美術館

事務室 更衣室 研究資料室 図書室

講堂

機械 室

荷解室トラックヤード

電気室

国立国際美術館

国立国際美術館からのアプローチ

歩行者用ブリッジ：
建築内部、北側の広場、河岸遊歩道へと
人々を導く

南屋上広場(彫刻庭園)：
パブリックに開かれた屋上庭園

クリスタルパッサージュ：
パブリックスペースからの人々の流れと美術を繋ぐシンボル

（自然光の降り注ぐ半屋外のアトリウム）

リバービューカフェ:
河遊歩道から入りやすく開かれたカフェ

北屋上広場：
緑化された親しみやすいパブリックアート展示
(24時間公開可能), プライベートイベント会場

コレクション展示室
 (日本近代)

コレクション展示室 
(デザイン) (西洋近代) (現代)

動線とショー観覧を兼ね備えたスロープ

河岸遊歩道からのアプローチ

歩道からのアプローチ 広場から屋内へと連続する
主要動線

物販部門
(ミュージアムショップ)

更衣室

エキスパンションジョイント

南北を繋ぐ搬出入用通路 

+17.0M

+20.0M

+5.0M

+17.0M

+10.0M

+5.0M

+10.0M

トラックヤード

歩行者用出入口

従業員用
エレベーター

搬出入用
エレベーター 来館者用

エレベーター

来館者

駐車場へ

車寄せ

北屋上広場南屋上広場

歩行者用出入口
広場

歩行者用デッキ(上部）

歩行者用
ブリッジ

大学との連結ブリッジ

管理エリア

保存研究エリア

パッサージュ
スロープ

展示エリア
+10ｍ

図書館 
+8ｍ

歩行者用
ブリッジ

管理エリア
+4ｍ

収蔵庫
+4ｍ

飲食部門
物販部門
+5ｍ

中之島通に面する
共有駐車場出入口

駐車場
(83台)+0ｍ

荷解室
+0ｍ+0ｍ 講堂

+0ｍ キッズスペース
研修室
+2ｍ

一時保管庫

国立国際美術館より

駐車場から
ス ロ ープ を 上 が り
+ 2 m の ロ ビ ー よ り
+ 5 m の 飲 食・物 販
+10 ｍの展 示ロビー
へアクセス

従業員
駐車場から
併 設 エレ ベー ターで
+ 4 m の 収 蔵 エリ ア
+ 8 m の 管 理エリアと
保 存 研 究 エ リ ア へ
アクセス

搬出入計画
トラックヤードから１階
床同面に直接搬入
荷解室、EVで２階へ
展示作業室で作品を一
時待機させ、
ガラスボックスで空調制
御されたパッサージュ
スロープを経て
展示エリアに搬入

展示物
作品は展示エリアの中
心から運び出されるこ
とにより、
催事を中断すること
なく搬出入が可能

国立国際美術館より

歩行者
出入口

北屋上広場

駐車場へ

トラックヤード

大阪大学より

広場

歩行者用デッキ

歩行者用
ブリッジ

車寄せ

歩行者動線(上部）
歩行者動線（地上）
車両動線
歩道
植栽

南屋上広場
+17.0M

+20.0M

+5.0M

+17.0M

+10.0M

+5.0M
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屋上広場＆近隣への接続

展示エリア

デッキ

展示エリア

講堂

図書館

歩行者用出入口
収蔵庫

管理エリア

企画展示室

半公共動線
公共動線

N N

N

[構造計画]
　美術館の全体構造は利用効率
と経済的解決策を最大限に発揮
するよう設計します。地上の主要
構造は摩擦杭を使用したコンク
リート基礎上に鉄骨架構を組む
ことで施工を容易にし、館内を広
く多様に利用します。
北面の展示エリアは片持ち梁か
ら成り、天井高のトラスを東面と
北面に垂直に走らせることで周囲
トラスと連結して構造効率を維
持します。また逆方向のスパン長
による荷重を利用してバランスを
保ち、全柱に圧縮力を与えて、基
礎免震構造と片持ち梁が地震下
で引き起こす上昇力を防ぎます。
基礎免震構造に係る全ての垂直
構造体は埋蔵文化財を避けて設
置できます。
　南側の管理エリアは短いスパ
ンの標準グリッドにより構造の機
能面と経済面を両立します。パッ
サージュでは面のエッジ沿いに
主要構造を組み、二次部材を渡
すことで外構パネルと内装パネ
ルを同時に支えます。この構法か
ら成る一対の円錐状構造体は自
重を南北の構造に流し、大きなコ
スト削減を生み出します。

展示室
日本近代と西洋近代の展示は大展示空間とすることで分割利用の効率を高めま
す。企画展示室とテーマ展示室は隣接し、部分的な相互利用や一連空間としての使
用も可能としています。展示室内にはトラック照明を床面から同じ高さ、壁面に平
行に4～6ｍ間隔で配置し、いかなる展示にも対応する照明バランスを提供します。

[意匠計画]
　展示空間は来館者に空間全体を明快に把握できることと各展示室においてユニ
ークな経験をすることを最重視します。構造トラスは展示室を多孔な開口で緩やか
に仕切ることを可能とし、効率の良い空間利用と豊かな視認性を兼ね備えた空間を
創出します。
　空間の開放性は展示内容に応じて柔軟に再構築でき、また天井の形状は空間の
連続性を維持し、来館者がどの展示室からも個性的な空間を楽しむことに貢献しま
す。展示室壁の外は周囲動線として活用し、来館者の流れと展示室どうしの繋がりを
担い、特定の展示室で催事がある際にはその空間をまたぐことなく他の部屋へ移
動可能な動線の柔軟性を確保しています。

配置図 [1:1000] 北側立面図 [1:1000]

全体イメージ

パッサージュ内観パース

都市へと広がる美術館と公共空間

片持ち梁図

構造架構イメージ
全体動線計画 パッサージュ動線計画

図 - 2 東側立面図 [1:1000]図 - 5 図 - 6

図 - 1

図 - 9

図 - 3 図 - 4

図 - 1 0

図 - 8

図 - 7

基礎免震ピット
免震装置
ベースプレート

エキスパンション
ジョイント

埋蔵文化財を
避ける基礎構成

先細りのトラス
架構による
室面積の増加と
鉄骨量の低減

コア構造体に筋交いを用い
横揺れに対する強度を増加

全柱に
適用される
免震構造

逆スパン長による荷重

逆方向スパンの
荷重を利用した
片持ち梁

上部の荷重に
対応する
コア構造体

内部トラスと
周囲トラスを
垂直に結ぶ

パッサージュの自重を
南北の構造体に流す

短いスパンの
一般的な
構造グリッド
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夏場冬場

ファンによる熱の取り込み

室内余剰空調排気
サーキュレーション

煙突効果+ダブルスキン効果

閉

開

隣接する施設用途からの
熱循環利用

屋根面降雨の水資源再利用
（便器洗浄、植栽散水）

自然光

屋上緑化
  最上階の日射熱負荷低減
  ヒートアイランド現象抑制

太陽光の熱吸収 

緩衝空間に流れ込む自然風
自然風

メタルパネルにゴム系ガスケットを設置し
合わせガラスをはめ込む

二次構造部材に留められた
パンチングパネル

Tビームによるクリスタル構造

パネル用2次構造部材

静合ゴム系ガスケット

溶接リング
合わせガラス
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+0.0M

+12.0M

+8.0M

+4.0M

+0.0M

C-CC-C

機械室

飲食部門
(カフェ)

コレクション展示室
 (日本近代)
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(デザイン) (西洋近代) (現代)

物販部門
(ミュージアムショップ)

パッサージュ

講堂トラックヤード 荷解室

機械室

楽屋

研究
資料室更衣室更衣室

歩行者用ブリッジ

歩行者用ブリッジ

事務室 図書室

ボランティア
スタッフ控室

ボランティア
スタッフ控室

広場

救護室 中央
監視盤室 警備員室更衣室応接室

機械室トラックヤード駐車場

一時保管庫
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 (日本近代)
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(デザイン) (西洋近代) (現代)
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(ミュージアムショップ)

パッサージュ
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機械室
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スタッフ控室

ボランティア
スタッフ控室
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機械室

飲食部門
(カフェ)

コレクション展示室
 (日本近代)

コレクション展示室
(デザイン) (西洋近代) (現代)

物販部門
(ミュージアムショップ)

パッサージュ

講堂トラックヤード 荷解室

機械室

楽屋

研究
資料室更衣室更衣室

歩行者用ブリッジ

歩行者用ブリッジ

事務室 図書室

ボランティア
スタッフ控室

ボランティア
スタッフ控室

広場

救護室 中央
監視盤室 警備員室更衣室応接室

機械室トラックヤード駐車場

一時保管庫

FAT-WALLの設営可能位置

小展示室

展示室レイアウト例
トラック照明

小展示室

グタイピナコテカルーム
展示(後座）

小展示室

小展示室

小展示室

小展示室

小展示室
大展示室

中展示室 中展示室

ロビー

中展示室

グタイピナコテカルーム
パフォーマンス(前座）中展示室

FAT-WALLの設営可能位置

小展示室

展示室レイアウト例
トラック照明

小展示室

グタイピナコテカルーム
展示(後座）

小展示室

小展示室

小展示室

小展示室

小展示室
大展示室

中展示室 中展示室

ロビー

中展示室

グタイピナコテカルーム
パフォーマンス(前座）中展示室

N N N

国際的に名高い美術館であるテート・モダンにて実際に
採用されている展示方法
展示に応じた壁の再構築と設備更新を容易にする構法

FAT-WALLシステムによる展示種類・展示期間に応じた壁配置
個々の展示から一連の空間までを編成する多様なレイアウト

・　
　

・

・　
・

[設備計画]
地域冷暖房システムの冷温水の導入により、初期コストと保守管理コストを含めたラ
イフサイクルコストの低減を図ります。
展示室、収蔵庫の調温湿にかかる再熱負荷と外気の影響を考慮し、外気処理機によ
り予冷除湿・外気化学物質の除去を事前に行い空調負荷、負担を大幅に軽減します。
収蔵庫は1台の空調機で負荷に応じ庫内と二重壁の送風量をそれぞれ可変できるシ
ステムとします。

[災害対策]
免震ピット周囲及び1階出入口には防潮堤を設置し、収蔵庫や機械室・展示室は
GL+3ｍ以上に配置して浸水対策を図ります。屋上部は避難スペースとして有効です。
耐震性の高い中圧ガスを利用したガス吸収式冷温水機（冷温水同時取出型）をバッ
クアップ熱源とし、発電機設備を併設することで災害時の美術品への温湿度を確保
します。

-グタイピナコテカルーム-
グタイピナコテカルームは美術館のシンボルであるため入館直ぐにアクセスできる構成です。来館者を他の展示室へと導く部屋であり、入館時と退館時に通る空間でもあります。
床面から持ち上げられた長方形の舞台を設置することで、舞台の前座をグタイピナコテカのパフォーマンスに使用し、後座を芸術品の展示に用います。床は洗浄可能なゴム床材、
壁は積層させた紙を利用した素材等パフォーマンスと展示を特徴的に表現する材質の採用を検討します。

[環境計画]
空調機制御 

展示室系統はＣＯ2濃度による外気導入量制御、室内温度による給気量
VAV制御、ウォーミングアップ制御等を行い省エネルギーを図ります。

効率的な自然エネルギー利用
施設内の照明は天窓や高窓により自然採光を最大限利用し、自然採光の
利用が難しい展示室や収蔵庫についてはＬＥＤ照明と太陽光発電により
照明エネルギーを低減します。
年中安定した地中熱を事務所、待合の空調に利用し、施設維持費を低減し
ます。

BEMSの導入
インフラ使用量、水温等の計測計量データを長期的に収集・保存し、エネ
ルギー解析用の各種グラフを作成して適正な運用管理を可能とします。

・

▽2F

▽1F

▽3F

▽RF

▽OP2.10
ハイウォーターレベル

▽　0.0Ｍ（OP2.00）

・

・

・

・

・

・

・

・

▽2F

▽1F

▽3F

▽RF

▽OP2.10
ハイウォーターレベル

▽0.0Ｍ（OP2.00）

室名 床 壁 天井

企画展示室 ＰＥ+ドーボうこっせＰＥげ上仕粧化トーリクンコ

コレクション展示室（テーマ） ＰＥ+ドーボうこっせＰＥげ上仕粧化トーリクンコ

コレクション展示室（日本近代） ＰＥ+ドーボうこっせＰＥげ上仕粧化トーリクンコ

コレクション展示室
（デザイン・西洋近代・現代）

ＰＥ+ドーボうこっせＰＥげ上仕粧化トーリクンコ

コレクション展示室
（グタイピナコテカルーム）

ＰＥ+ドーボうこっせパフォーマンス用積層紙ルイタ床ゴム

パッサージュ スラガ粧化+ルネパルーチススラガ粧化+ルネパルーチスり貼石

講堂 フローリング 木質吸音パネル+クリア塗装 岩綿吸音板

収蔵庫 木質系不透湿板+フローリング
木質系不透湿板
+無機質系調湿板+杉板

木質系不透湿板
+無機質系中性調湿板

展示ホール コンクリート化粧仕上げ スチールパネル+化粧ガラス スチールパネル+化粧ガラス

建築面積 9963.2 ㎡
延床面積 17977.1 ㎡
駐車場・駐輪場を除いた床面積 15120.6 ㎡

３階 6183.7 ㎡
２階 4906.5 ㎡
１階 6906.9 ㎡

展示エリア
企画展示室 1183.5 ㎡
コレクション展示室 1854.8 ㎡

パッサージュ 1130.8 ㎡
講堂 577.7 ㎡
研修室 128.3 ㎡
キッズスペース 114.8 ㎡
図書室 307.9 ㎡
その他諸室 53.8 ㎡

収蔵庫 2193.5 ㎡
調査研究室 106.1 ㎡
一時保管庫 218.2 ㎡

事務室関連 1293.3 ㎡
展示作業室 234.0 ㎡
展覧会用倉庫 65.7 ㎡
貴重資料保管庫 200.9 ㎡
トラックヤード 410.3 ㎡
荷解室 177.3 ㎡
その他諸室 2165.9 ㎡

展示ホール 165.3 ㎡
企画展主催者控室 50.9 ㎡
その他 2021.1 ㎡

飲食部門 315.3 ㎡
物販部門 171.2 ㎡

駐車場 2795.2 ㎡
駐輪場 61.3 ㎡

構造
階数
階高
最高の高さ
駐車台数

主要部門の床面積

各階床面積

コミュニケーションエリア

保存研究エリア

管理エリア

30.6m
83

共用エリア

サービス施設

その他

鉄骨造(一部ＲＣ造)・免震構造
３階建
3～7m

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

平成31年度 平成32年度 平成
33年度

平成30
年度

準備工事 (2.0)

外構・歩行者デッキ工事 (6.0)

土工事・地業工事 (6.0)

躯体工事 (9.0)

内外装・設備工事 (10.0)

検査

＜工期 26ヶ月＞ ▼竣工
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数量 金額（千円） 備考

１式 10,090,000
１式 5,990,000

本館 １式 5,570,000
外構 １式 420,000 歩行者デッキ・免震EXP.Jを含む

１式 1,560,000
１式 2,460,000
１式 80,000

1,810,000
11,900,000
12,852,000

100,000
12,952,000

　 諸経費（共通仮設費・現場管理費・一般管理費）

　合計（工事価格）

　消費税等相当額

　地中埋設物の撤去費（諸経費・税込）

　総合計（工事費）

項目

　 直接工事費

（

工

事

種

別

）

建築工事

（内訳）

電気設備工事

機械設備工事

昇降機設備工事

- 47 -

屋根：コンクリート

トップライト

歩行者デッキ床：石貼り

デッキ：
屋上緑化+石貼り

舗装：石貼り

パッサージュ：スチールパネル+化粧ガラス

屋根：屋上緑化

テラス床：
コンクリート化粧仕上

外壁：石貼り（オニキス）

緑化

1階平面図 [1:600] 2階平面図 [1:600] 3階平面図 [1:600]

A-A’断面図 [1:1000] B-B’断面図 [1:1000]

企画展示室より見るコレクション展示室（グタイピナコテカルーム）

パッサージュの自然換気システムと屋根面降雨の水資源再利用

パッサージュ外壁構成図

FAT-WALLシステム 柔軟に配置換え可能な展示室

外部仕上表

内部仕上表

計画概要 概略工程表

概算工事費

図 -13図 -12

図 -14

図 -11

図 -15

図 -16

図 - 20

図 -19

図 -17 図 -18

表 - 1

表 - 2

表 - 3 表 - 4

表 - 5

一般的な乾式壁を用いた自立壁

アート／メディア展示

境界

埋蔵文化財（遺構）

歩道

歩道

4mセットバック

2.5m歩道

2.5m歩道

大学との
ブリッジ

ケーブル／オーディオ機器
収納スペース

奥行きのある壁

isii1156
タイプライターテキスト
（うち、管理用２台車いす用２台）

isii1156
タイプライターテキスト
駐輪場(60台)
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